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 Ror8chachTes毛(以下R-Tと略す)のProtokolから精神分裂病の特徴を見出
 すに当り,Pio七rowsk土が最も重視している方法は,8ystematicな方法である。これ
 は統計的基準を考慮しながらも,諸因子が代表している人格に拾ける基礎的な力の力動関係を探
 ってゆく方法である。しかし,この方法をとるときは,解釈者は何らかの形で人格理論を求めざ
 るを得なくなる。著者の場合には精神分裂病の本質論については過程性疾患という立場をとるの
 で,力動的といっても人格解体に伴う構造を考える。従って著者は,Ey,H.の器質力動論の如
 き立場に立って,精神分裂病の治療過程をR-Tによって考察しようと試みた。か、る立場から
 精神分裂病の症状を説明すると,精神機能上層の脱落としての陰性症状と,精襯幾能下層の
 En町gyの解放としての陽性症状(前者は感情鈍麻,無為,意欲減退等を含み,後者は幻聴,
 妄想等を含む)に分けられ,精神活動の安定化とは,上層機能減退の結果としての残存水準面で
 の再統合であると考えている。か』る立場からすると,従来の破瓜,緊張,妄想と云った類型は
 横断面的考察の結果であ軌異なる段階の種々の方向であるに過ぎないので,著者はむしろ人格
 障害の程度から類型化を試み,陽性症状,陰性症状に対応するR-Tの因子を求め・又人格障害
 の程度と治療による安定化とは,R-Tにむいて如何に対応するかを追跡考察したのである。か
 かる観点からR-Tによる精神分裂病の縦断面的考察を行った論文は未だ発表されず,この意味
 に於いて若者の研究はR-Tによる精神分裂病の研究に関して独自の新しい解釈を加えるもので
 'あると考える。
 検査対象としては男子17名(15才舛54才),女子1マ名(17才'}51才)の計28名
 の精神分裂病患者であり,これらにR-Tを治療前後2回にわたって施行した。ここで治療の種
 類は問題にせず・治療後,臨床的に人格障害が中等度にあるものをA群,明瞭な人格障害のない
 ものをB群とし,Testの結果を各群の臨床経過と対応し,分裂病指標とみられる謎咽子,
 R季丁/Rlp一嗣編M,FG,GF十・G,。昇G,万。,F%,F十%,A鮪,P,CR,イ%,mod.B.R.S.を『各
 群治療前後は七検定・治療後両群間比較はZ艇2×r)検定で推計学的有意差を求めた。
 治療前後の比較では,A群に於いて明瞭な変化のみられたのはR,GRで,何れも減少してむり,
 多少共変化のみられたのはF%・F十%・A弱の増大であり・又・P・イ%・w一%の減少であ
 る。更にFO:GF十G,M二2Cでは何れも共貧傾向が目立ち,Σe:2cは共貧傾向と同時に矛。
 型が増大する傾向がみられた。あまり変化の認められなかったのは,M,mod.B.R.s.で,
 Mは減少し・mod.B.R.Sは梢,病的水準へ進む傾向を示している。B鮮に於いて明瞭な変化
 のみられたのはW一%・F十%・幽5・mod.B.R.S.で・この中・W一%rイ%は減少し・F十
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 %皿Od7B,R.S.は増大している。又,FC:CF+GではGF十〇優位の傾向,体験型は丙.
 向傾向,万。:Σcでは,■cが益々優位となった。
 治療後両群間比較では,T/R恥FG・σF+cを除いた他のすべての諸因子に明瞭な有意差が
 みられ,・両群間に顕著な相異がみられた。
 著者は以上の結果を分析考察して,次の如き結論を得た1)陽性症状の指標としては,イ%の
 増大,W一%の増大,Mの増大,附随的なも¢7として,F十%の減少があげられるが,これらは
 相互に関連を有する陽性症状の反映としての構成因子である。但し,Mは形態質を考慮すると,
 A群ではM一が優位,B群ではM十優位に現われた。2)精神活動のEnergyの指標としては,
 R,人格統合、'安定化の指標としてF十%の増大があげられる。5)陰性症状の指標としては,
 GR,P,FCの減少,F%,A%の増大,体験型の共貧傾向があげられ,附随的なものとしてR,
 Mの減少があげられる。4)両群共臨床的には社会寛解,或は完全寛解と認められたにも拘らず,
 R-Tの上では爾感情因子と呼ばれる色彩反応と陰影犀応に問題点が残った。即ち治療後のCF+
 C及び2cは人格障害が軽度であるB群程多いという点に疑問をもち,その反応内容及ぴ2つの
 因子の関係を追求した。その結果,GF,cは陽性症状を発生する,ある要素の反映一低次の
 Energyの反映か7一と考え,陰影因子はそれをoVercontro!・するものの反映として
 考えた。
 かくして得られた4つの主要宏仮説を基礎にして考察すると,A群は知豚両面に於いて,多様
 豊富性,柔軟性,繊細性等の高次の精神機能が低下し,人格的単純化,平板化の方向に進んでい
 る。勿言価治療によってそれなりに安定化したとは云え,統合水準は正常者とかなう隔っている
 ことが明らかで,且つ情緒面で不安定な要素がかなり明瞭に潜在してか外これによって再発の
 可能性も予想され,結局,A群は欠陥状態を表しながら人格崩壊に進行せんとする構えを示し,
 EyのいわゆるKerngruppeに相当するもので,B群は反対に,人格の単純7平板化はみら
 れず,多様豊富性,柔軟性,繊細性等も保たれて参り,正常人格の回復を目指しているようにみ
 え,EyのいわゆるR財Ldgruppeに相当するものであろうと考えられる。にもi拘わらず,B
 群にも,環境刺戟によって再発される如き,情緒的脆弱性と,抑圧された内在的不安が潜んでい
 る如ぐ暗示された。
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 審査結果の要旨
 著者は,精神分裂病は過程性擬患(身体因)であるという立場から,人格構造の理論としては,
 巴yの器質力動論の如き立場疋立って精神分裂病の治療過程をR-Tπよって考察しようと試みた。
 か上る立場から精神分裂病の症状を説明すると,精神纈旨上層の脱落としての陰性症状と,精神機
 能下層のEnergyの解放としての陽性症.状に分けられ,精神活剰の安定化とは上層機能減退の結
 果としての残存水準面での再統合であると考えている。著者は縦断面的考察に基いて,人格障害の
 程慶により類型化を試み,陽性症状陰性症状,人格瞳害の程度及ひ治療による安定化等に対応す
 るR-Tの因子を求め,こ.九らを綜合して精神分裂病の治療過程を全体的冗考察した。
 著者紅男子17名,女子11名,計28名の分裂病患者の新鮮伊興R-Tを治療前後2回πわπ
 り施行し,治療後,臨床的に人格障害が中等度にあるものをA群,明瞭な人格障害のないものをB
 群とし,分裂病指標とみ.られる諸因子を各祥治療前後は七検定治碓後面詳聞比較はx2検定で推計
 学的有意差を求醐各群治療前後比較と,治療後両群間比較とを行惰その結果より次の如巷仮説
 を得た。1)陽性症状の指標として,相互に関連を有する瞬成因子である,∠億の増茜W一%の
 増大,Mの増大F十届の減少。2)精神活動のEnergyの指標としてRン人格安定化の指標と
 してF+%の増大。5)陰性症状の括標としてGR,P,FG、の減少,F%,・A%の増大,体験
 型の共貧傾向,R.Mの減少。4)治療後,CF十C,Σoの増大傾向(特πB詳に於いて著しの
 は,eF,eが陽性症状を発生する低次のEnergyの反映であり,ΣCはそれをoverContro1
 するものの反映であるからである。
 かエる仮説を基礎にして考察すると,寛解後A群は知情両面にむいて,多様豊富曲柔軟性繊
 細性等の高次の精神機能が低下し,人格的単純化平板化の方向に進んでいる。勿論,治療によっ
 て安定化したとはいえ,統合水準は正常者とかなり隔っていることが明らかで,且つ情緒面で不安
 定な要素がかなり明瞭π潜在して痴り,このことから再発の可能性も予想され,結局A群は欠陥状
 態を表し左がら人格崩壊に進行せんとする購えを示し,EyのいわゆるKerngrUppeに相当す
 るもので,B群は反対に,人格の単純平板化はみられず,多様豊富洗柔軟性なども保たれてお
 り,正常者と若干の隔りはありながらも,統合水準ほ上昇し,全体的には正常人格の回復を目指し
 ているようπみえ,EyのいわゆるRandgruppeに相当するものと考えられるが,B群にも環
 境刺戟によって再発を惹起する如き情緒的脆弱性と,抑圧された内在的不安が潜んでいるかの如く
 暗示された。
 以上の如琶観点からR-Tによる精神分裂病の縦断面的考察を行った論文は未だ発表されず,こ
 の意味にむいて藩者の研究は,R-Tによる精神分裂の研究に関して,独自の新しい解釈を加える
 ものであると考えろ。
 よって,本論文は学位授与に値するものと認める。
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